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※ 令和11（2029）年を目処に中間評価、令和15（2033）年を目処に最終評価を行う。

※ベースライン値は中間評価及び最終評価の際の比較値として用いる。
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目標項目のベースライン値と目標値の考え方について

• 目標項目は、計画期間内の取組評価のために設定されていることを鑑みれば、ベースライン値は、計画期間初年度の値

とし、目標値は、最終評価時に評価できる（＝データが入手できる）値とすべきである。

   → 健康日本21（第三次）におけるベースライン値は令和６（2024）年度までの最新値、目標値は令和14（2032）年度

として設定することとした。
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※目標値については、計画策定時点の直近のデータ等を用いて、次期国民健康づくり運動プラン（令和６年度開始）策定専門委員会で設定。
※ベースライン値は、令和６（2024）年度までの最新値で設定し、令和７（2025）年度に公表することを想定。
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第51回厚生科学審議会
地域保健健康増進栄養部会
（令和５年３月13日）
参考資料２より引用一部改変

令和６年国民・健康栄養調査（大規模調査）の結果等を用い、

健康日本21（第三次）の目標項目のベースライン値を設定する。



令和６年国民健康・栄養調査 結果の概要
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適正体重を維持している者（BMI18.5 kg/m2以上25 kg/m2未満（65歳以上はBMI20 kg/m2

を超え25 kg/m2未満）の者）の割合は60.7%（年齢調整値62.2%）である。20～60歳代男性の

肥満者（BMI25 kg/m2以上）の割合は34.0%、40～60歳代女性の肥満者の割合は20.2%で

ある。

また、20～30歳代女性のやせ（BMI 18.5 kg/m2未満）の割合は16.6%、高齢者（65歳以上）

の低栄養傾向（BMI 20 kg/m2以下）の割合は19.5%である。

【栄養・食生活】
目標：適正体重を維持している者の増加
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BMIの状況（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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※年齢調整値については、令和２年国勢調査による基準人口を用いて算出を行った。



主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２回以上の日がほぼ毎日の者の割合は、

52.8%である。男女別にみると、男性52.3%、女性53.2%であり、年齢階級別にみると、男女

ともに20歳代で最も低い。

【栄養・食生活】
目標：バランスの良い食事を摂っている者の増加
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主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の頻度（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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※「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２回以上の日がほぼ毎日の者」とは、「毎日」又は「週に６日」と回答した者。



野菜摂取量の平均値は258.7 gであり、男女別にみると、男性268.6 g、女性250.3 gである。

年齢階級別にみると、年齢階級が高い層で摂取量が多い。

【栄養・食生活】
目標：野菜摂取量の増加
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野菜摂取量の平均値（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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果物摂取量の平均値は78.1 gであり、男女別にみると、男性70.4 g、女性84.7 gである。

年齢階級別にみると、男女ともに70歳以上の摂取量が最も多い。

【栄養・食生活】
目標：果物摂取量の改善
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果物摂取量の平均値（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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※ジャムを除く。



食塩摂取量の平均値は9.6 gであり、男女別にみると、男性10.5 g、女性8.9 gである。

【栄養・食生活】
目標：食塩摂取量の減少
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食塩摂取量の平均値（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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歩数の平均値は7,071歩（年齢調整値7,231歩）であり、男性で7,763歩、女性で6,495歩で

ある。20～64歳の歩数の平均値は、男性8,564歩、女性7,287歩であり、65歳以上では男性

6,667歩、女性5,429歩である。

【身体活動・運動】
目標：日常生活における歩数の増加
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歩数の平均値（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）

7,763

8,802 8,880 8,671 8,472
8,015

6,219

8,564

6,667 6,495

7,414

6,667
7,259

7,526

6,852

5,140

7,287

5,429

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

総数
(6,129)

20-29歳
(385)

30-39歳
(560)

40-49歳
(893)

50-59歳
(991)

60-69歳
(1,209)

70歳以上
(2,091)

(再掲)

20-64歳
(3,365)

(再掲)

65歳以上
(2,764)

総数
(7,408)

20-29歳
(467)

30-39歳
(642)

40-49歳
(1,023)

50-59歳
(1,262)

60-69歳
(1,431)

70歳以上
(2,583)

(再掲)

20-64歳
(4,032)

(再掲)

65歳以上
(3,376)

男性 女性(歩/日)

※三次元加速度センサー式歩数計を使用。
※歩数計を1日装着していなかった者、100歩未満又は５万歩以上の者は除く。



運動習慣のある者の割合は34.6%（年齢調整値31.3%）であり、男女別にみると、男性で

38.5%、女性で31.5%である。年齢階級別にみると、男女ともにその割合は30～40歳代で低く

なっている。

【身体活動・運動】
目標：運動習慣者の増加
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運動習慣のある者の割合（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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※「運動習慣のある者」とは、１回30分以上の運動を週２回以上実施し、１年以上継続している者。



ここ１ヶ月間、睡眠で休養がとれている者の割合は79.6%（年齢調整値78.5%）であり、男

女別にみると、男性で80.4%、女性で78.9%である。

20～59歳では73.0%、60歳以上は86.1%である。

【休養・睡眠】
目標：睡眠で休養がとれている者の増加
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※「睡眠で休養がとれている者」とは、睡眠で休養が「充分とれている」又は「まあまあとれている」と回答した者。



１日の平均睡眠時間が６時間以上９時間未満（60歳以上については６時間以上８時間未満）

の者の割合は56.0%（年齢調整値は56.9%）であり、男女別にみると、男性56.1%、女性

55.9%である。

【休養・睡眠】
目標：睡眠時間が十分に確保できている者の増加

11

１日の平均睡眠時間（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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生活習慣病（NCDs）のリスクを高める量を飲酒している者の割合は11.4%であり、男女別に

みると、男性13.9%、女性9.3%である。年齢階級別にみると、その割合は男性では60歳代、

女性では50歳代が最も高く、それぞれ21.6%、18.4%である。

【飲酒】
目標：生活習慣病（NCDs）のリスクを高める量を飲酒している者の減少
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生活習慣病（NCDs）のリスクを高める量を飲酒している者の割合（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）

※「生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者」とは、１日当たりの純アルコール摂取量が男性40g以上、女性20g以上の者とし、以下の方法で算出。
①男性：「毎日×２合以上」＋「週５～６日×２合以上」＋「週３～４日×３合以上」＋「週１～２日×５合以上」＋「月１～３日×５合以上」
②女性：「毎日×１合以上」＋「週５～６日×１合以上」＋「週３～４日×１合以上」＋「週１～２日×３合以上」＋「月１～３日×５合以上」



【喫煙】
目標：喫煙率の減少（喫煙をやめたい者がやめる）

13

現在習慣的に喫煙している者の割合は14.8%であり、男女別にみると、男性24.5%、女性

6.5%である。年齢階級別にみると、男性では40～50歳代でその割合が高く、３割を超えてい

る。

現在習慣的に喫煙している者の割合（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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※「現在習慣的に喫煙している者」とは、たばこを「毎日吸っている」又は「時々吸う日がある」と回答した者。



何でもかんで食べることができると回答した者の割合は85.9%であり、男女別にみると、男

性で86.0%、女性で85.8%である。

50歳以上ではその割合は80.6%（年齢調整値81.3%）である。

【歯・口腔の健康】
目標：よく噛んで食べることができる者の増加

14

「何でもかんで食べることができる」者の割合（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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収縮期（最高）血圧の平均値は126.4 mmHgであり、男女別にみると、男性129.8 mmHg、

女性123.8 mmHgである。

40歳以上の平均値は129.3 mmHg（年齢調整値127.3 mmHg）である。

【循環器病】
目標：高血圧の改善
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収縮期（最高）血圧の平均値（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）



血清LDLコレステロール値が160 mg/dl以上の者の割合は8.1%であり、男女別にみると、

男性6.2%、女性9.5%である。

40歳以上では8.2%（年齢調整値8.5%）である。

【循環器病】
目標：脂質（ＬＤＬコレステロール）高値の者の減少

16

血清LDLコレステロール値が160 mg/dl以上の者の割合（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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「糖尿病を指摘されたことがある者」のうち、現在治療を受けている者の割合は67.4%であり、

男女別にみると、男性で73.1%、女性で60.5%である。年齢階級別にみると、30～40歳代で

は治療を受けていない者の割合が他の年代よりも高い。

【糖尿病】
目標：治療継続者の増加

17

「糖尿病を指摘されたことがある者」における治療の状況（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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「糖尿病が強く疑われる者」は約1,100万人と推計され、平成９年以降増加している。「糖尿

病の可能性を否定できない者」は約700万人と推計され、平成19年からみると減少している。

【糖尿病】
目標：糖尿病有病者の増加の抑制

18

「糖尿病が強く疑われる者」、「糖尿病の可能性を否定できない者」の推計人数の年次推移（20歳以上、男女計）
（平成９（1997）年、14（2002）年、19（2007）年、24（2012）年、28（2016）年、令和６（2024）年）
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(万人)

▼「糖尿病が強く疑われる者」、「糖尿病の可能性を否定できない者」の判定▼

①「糖尿病が強く疑われる者」とは、ヘモグロビンA1cの測定値があり、身体状況調査票（７）、（７－１）及び（７－２）が有効回答の者のうち、ヘモグロビンA1c（NGSP）の値が6.5%以上（平成19

年まではヘモグロビンA1c（JDS）値が6.1%以上）の者、又は身体状況調査票（７）「これまでに医療機関や健診で糖尿病といわれたことの有無」に「有」と回答し（７－１）「現在、糖尿病治療の

有無」に「有」と回答した者。

②「糖尿病の可能性を否定できない者」とは、ヘモグロビンA1cの測定値がある者のうち、ヘモグロビンA1c（NGSP）値が6.0%以上、6.5%未満（平成19年まではヘモグロビンA1c（JDS）値が

5.6%以上、6.1%未満）で、「糖尿病が強く疑われる者」以外の者。



就労・就学を含む社会活動を行っている者の割合は、83.1%であり、男女別にみると、男性

86.2%、女性80.4%である。

65歳以上では、その割合は69.6%である。

【社会のつながり・こころの健康の維持及び向上】
目標：社会活動を行っている者の増加

19

いずれかの社会活動（就労・就学を含む）を行っている者の割合（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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望まない受動喫煙（家庭・職場・飲食店）の機会を有する者の割合は26.7%であり、男女別

にみると、男性29.2%、女性24.9%である。

【自然に健康になれる環境づくり】
目標：望まない受動喫煙の機会を有する者の減少
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望まない受動喫煙（家庭・職場・飲食店）の機会を有する者の割合
（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値、現在喫煙者を除く）

※「現在喫煙者」とは現在習慣的に喫煙している者。
※「望まない受動喫煙（家庭・職場・飲食店）の機会を有する者」とは、「家庭」「職場」「飲食店」のいずれか１つ以上において月１回以上受動喫煙の
機会を有する者。



適正体重を維持している者（BMI18.5 kg/m2以上25 kg/m2未満（65歳以上はBMI20 kg/m2

を超え25 kg/m2未満）の者）の割合は60.7%（年齢調整値62.2%）である。20～60歳代男性の

肥満者（BMI25 kg/m2以上）の割合は34.0%、40～60歳代女性の肥満者の割合は20.2%で

ある。

また、20～30歳代女性のやせ（BMI 18.5 kg/m2未満）の割合は16.6%、高齢者（65歳以上）

の低栄養傾向（BMI 20 kg/m2以下）の割合は19.5%である。

【高齢者】目標：低栄養傾向の高齢者の減少
【女性】 目標：若年女性のやせの減少
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やせ（20～64歳）又は低栄養傾向（65歳以上） 適正体重 肥満
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やせ（20～64歳）又は低栄養傾向（65歳以上） 適正体重 肥満
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BMIの状況（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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7.4
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0 20 40 60 80 100

総数(13,106)

20-64歳(6,871)

65歳以上(6,235)

総数(6,005)

20-29歳(355)

30-39歳(528)

40-49歳(821)

50-59歳(920)

60-69歳(1,171)

70歳以上(2,210)

(再掲) 20-64歳(3,139)

(再掲) 65歳以上(2,866)

総数(7,101)

20-29歳(454)

30-39歳(573)

40-49歳(943)

50-59歳(1,181)

60-69歳(1,311)

70歳以上(2,639)

(再掲) 20-64歳(3,732)

(再掲) 65歳以上(3,369)

やせ（20～64歳）又は低栄養傾向（65歳以上） 適正体重 肥満

男性

女性

総数

(%)
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就労・就学を含む社会活動を行っている者の割合は、83.1%であり、男女別にみると、男性

86.2%、女性80.4%である。

65歳以上では、その割合は69.6%である。

【高齢者】
目標：社会活動を行っている高齢者の増加

22

いずれかの社会活動（就労・就学を含む）を行っている者の割合（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）
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95.2 96.6 96.8 97.4 
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30-39歳
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40-49歳
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70歳以上
(2,960)

（再掲）

65歳以上
(3,843)
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30-39歳
(942)
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50-59歳
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(1,828)

70歳以上
(3,671)

（再掲）

65歳以上
(4,676)

男性 女性(%)

再掲



生活習慣病（NCDs）のリスクを高める量を飲酒している者の割合は11.4%であり、男女別に

みると、男性13.9%、女性9.3%である。年齢階級別にみると、その割合は男性では60歳代、

女性では50歳代が最も高く、それぞれ21.6%、18.4%である。

【女性】目標：生活習慣病（NCDs）のリスクを高める量を
飲酒している女性の減少

23
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30-39歳
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50-59歳
(1,749)

60-69歳
(1,871)
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(3,800)

男性 女性

(%)

生活習慣病（NCDs）のリスクを高める量を飲酒している者の割合（20歳以上、性・年齢階級別、全国補正値）

※「生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者」とは、１日当たりの純アルコール摂取量が男性40g以上、女性20g以上の者とし、以下の方法で算出。
①男性：「毎日×２合以上」＋「週５～６日×２合以上」＋「週３～４日×３合以上」＋「週１～２日×５合以上」＋「月１～３日×５合以上」
②女性：「毎日×１合以上」＋「週５～６日×１合以上」＋「週３～４日×１合以上」＋「週１～２日×３合以上」＋「月１～３日×５合以上」

再掲
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